
+
A
E
四
年
六
崎
二
十
一
日

mz-Z帽
舗
偏
也

aM吋
《
侮
周
一
固
一
回
置
伺
V

巷瓦+ニ第第一( 現

麓

帽 i

'置

干子宮量日一- J司 Jし主幹二三 ~~p 匝召

捨

隅

醤

取

持
業
税
の
課
税
物
件
の
地
方
分
別
推

文
化
現
象
の
説
集
作
用
・

..•. 

，
法
皐
士

純
粋
圏
内
水
-
-
-
-
-
-
-
-
-
法
串
士

時

阿

抽

耐

調
填
枇
命
国
民
主
蕪
の
農
政
綱
領
・
・
・
法
串
博
士

説

措

琉
球
ω
府
藩
ご
日
支
両
属
閥
係
の
絡
末
吉
申
博
士

植
民
及
び
植
民
地
の
一
意
義
・
・
・
制
一
岡
山
中
士

掛

惜

錨

蹴

英
領
点
ア
フ
リ
カ
の
羽
山
肌
ご
其
牌
・
米

同
盟
罷
業
保
険
の
現
状
・
・
純
消
棋
士

人

H
市
の
担
源
ミ
師
化
人
目
・
・
・
・
純
一
同

mZ

地
方
財
政
ミ
累
進
税
比
例
税
・
・
目
-
法
摂
士

法

A
F

議
院
拙
中
改
正
法
律
・
震
災
手
形
奥
地
議
員
合
官
制
・
公
益
質
屈
曲
施
計
規
則
・
米
且
叫
輔
の
輸
入
枕
免
除
の
件
脱

t
 

法
事
博
士

紳

戸

正

雄

恒

藤

恭

作

田

薙

一

河

田

長E

山
本
美
越
乃

長

田

三

郎

田

島

正

雄

近

藤

文

二

菅

野

利

太

郎

沙

見

三

耶

• • ， 
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入
日
市
の
起
源
さ
蹄
化
人

ロ
↑
温

r
同
H

」

N
w
p

Jt一

回

望

者

q
E
1
'
M
M

凡
そ
交
換
な
る
現
象
が
枇
曾
に
生
す
れ
ば
、
聞
も
な

〈
其
交
換
が
定
期
的
に
且
つ
一
定
の
場
所
に
於
い
て
行

は
晶
、
ニ
正
、
な
る
。
共
場
所
M
V

郎
ち
市
で
ゐ
つ

τ、

世
界
各
闘
に
於
凶
る
商
業
の
嫌
漣
を
見
る
に
、
市
の
俊

生
せ
rc
る
戯
は
殆
ん

y-な
ν。
我
闘
に
於

ντ
・
也
市
は

阪
仁
古
代
よ
・
り
畿
生
し
、
嘗
時
仁
於
れ
る
安
換
副
H

買
は

多
〈
市
仁
於
い

τ行
は
れ
に
。

市
仁
闘
す
串
各
仰
の
開
銀
及
び
鶴
市
民
の
東
東
側
に
あ

る
「
悶
々
有
治
安
・
易
有
無
司
」
の
句
は
、
我
闘
古
代
に
於

い

τ、
各
地
に
市
の
存
在
せ
し
こ
ぜ
を
服
す
る
も
の
で

あ
b
、
麗
ら
に
孝
徳
天
皇
紀
に
よ
れ
ば
大
化
二
年
の
都

a

。

。

h
に
「
市
司
要
路
沖
憐
渡
子
の
調
賦
を
恨
め
」
一
再
々
芭
あ

.
。
士
、
嘗
附
各
地
仁
市
司
な
る
も
の
、
在

h
L
よ
b
見

れ
ば
、
市
が
常
時
交
換
資
質
上
に
重
要
な
る
役
割
を
減

じ
た

h
し
・
』
ど
を
知
ゐ
こ

t
h
r得
品
。

古
代
に
存
在
せ

L
主
な
る
市
を
穆
ヤ
れ
ば
、
先
つ
市

を
立

τた
る
郁
説
的
始
め
H
H
、
郎
副
脚
天
皇
の
玄

τら
れ

し
大
和
の
帳
，
市
で
あ
る
。
河
内
に
あ
・
9
し
餌
香
，
市
も

有
名

μ
品
市
で
あ
っ
て
、
此
市
に
闘
す
る
記
事
が
雄
略

天
皇
制
則
及
び
願
宗
天
皇
制
山
仁
見
え

τ居
る
‘
武
烈
天
皇

の
末
広
皇
太
子
の
崎
、
影
媛
を
黒
鳥
，
大
臣
，
男
鮪

Z
9

ひ
た

b
t
h
v
ふ
大
和
の
海
柘
抑
・
硝
も
有
名
な
る
市
で
あ

四

豆

古

一

五

六

っ
て
、
路
市
は
蛍
時
繁
柴
し
市
日
に
多
〈
の
人
が
群
集

せ
し
化
的
、
海
桁
摘
市
に
於
い

τ知
人
L

宮
地
澗
せ
し
こ

ご
が
、
敏
速
天
皇
札
に
見
え

τ居
る
。
共
他
有
名
な
る

市
正
し

τは
.
雌
披
の
枠
よ
b
大
和
の
帝
京
仁
過
す
る

要
路
に
あ

b
L河
内
の
阿
斗
桑
恥
及
ぴ
聖
徳
太
子
の
立

τし
ピ
倒
ム
大
和
の
三
輪
，
市
hz
携
「
る
こ
己
を
得

る。
か
〈
の
如
(
古
代
に
於

ντ
は
各
地
に
市
の
存
在
せ

し
こ
さ
明
で
お
っ

τ、
記
録
に
滋
る
4

き
も
の
は
な
い
ー

が
、
近
江
に
も
中
島
ょ
・
0
市
の
ム
仔
在
せ
し
こ

t
は
想
像

す
る
に
難
〈
な
い
。
今
日
相
官
繁
柴
し
‘
布
日
仁
附
廷

の
村
落
民
が
群
集

τ
晶
滋
賀
脈
紳
附
郡
に
あ
る
入
日
市

は
、
般
に
古
代
じ
後
生
せ
し
も
の

Z
せ
も
れ
.
然
か
も

今
日
に
至
る
迄
存
縦
Lτ
居
る
市
で
あ
る
。

--

入
日
市
は
現
在
入
日
市
町
E
し

τ柿
崎
郡
内
に
存
在

す
る
が
、
共
名
は
古
へ
小
脇
の
人
同
市
よ

b
mで
し
も

の
で
あ
っ
て
、
業
前
身
は
前
生
郡
に
あ
り

L
小
脇
，
市

で
あ
る
。
入
日
市
の
起
源
仁
就
き

τは
純
然
記
島
記
録

な
き
た
め
、
之
を
櫛
言
す
る
こ
z
h
f
得
な
い
。
只
血
明
か

第
エ
十
買
血
世

第
三
一
陣

2剖頁阿世
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に
湿
る
べ
き
も
の
ご
し

τ始
め

τ記
録
に
現
は
れ
し
は

源
卒
盛
衰
記
で
あ
る
。
共
同
川
文
に
「
暁
に
守
山
を
立
も

野
洲
の
河
原
に
出
で
泊
、
如
法
践
の
事
な
れ
ば
旅
人
も

未
花
見

y
b
り
る
に
草
按
置
き
た
る
馬
追
ム
て
男
一
人

見
へ
来
る
、
高
綱
和
殿
は
い
づ
く
の
人
ぞ
何
へ
渡
る
ぞ

正
問
へ
ば
、
是
れ
は
巣
太
戸
者
に
て
候
が
、
補
生
榔
り

。
。
。
。
。
。

小
脇
の
八
日
市
へ
行
〈
者
な
り
正
答
ふ
:
:
:
」
Z
あ

る
を
見
れ
ば
.
八
日
市
は
銑
仁
誠
一
中
時
代
に
繁
柴
ゼ

L

こ
さ
が
明
で
あ
る
。

入
日
市
の
起
原
に
就
き

τ
一
一
併
設
正
し
て
墓
徳
太
子

が
創
時
給
ひ
し
も
の
で
あ
る
ご
郁
せ
ら
れ

τ居
る
。
-
』

れ
は
入
日
市
よ
h
，
程
遠
か
ら
ぬ
克
屋
寺
Z
闘
嚇
し
て
唱

へ
ら
れ
し
設
に
し
て
、
今
日
残
存
す
る
入
日
市
h
Z
脚
本

記
に
「
推
古
天
皇
の
明
事
徳
太
チ
が
難
波
の
荒
陵
に
四

天
王
寺
を
建
立
せ
ら
ら
れ
し
崎
、
紳
崎
榔
白
鹿
山
の
東

麓
の
土
を
以
っ
て
瓦
を
作
町
給

ο・
其
地
に
一
寺
を
建

立
し

τ瓦
屋
寺
ピ
鋭
し
、
且
つ
白
鹿
山
の
巽
梓
川
の
北

に
民
屋
敷
百
戸
を
置
き
、
同
天
皇
九
年
辛
百
三
月
入
日

始
め

τ市
民
を
開
き
交
易
の
道
を
数
へ
給
へ

h
」
ご
書

か
れ
て
ゐ
る
o

此
本
記
は
慶
長
十
五
年
仁
書
か
れ
し
も

雑

鍬

八
日
市
の
起
源
と
蹄
化
人

n;-. 

の
で
あ
っ
て
、
其
文
中
に
首
肯
し
雑
草
勅
少
〈
な
〈
、

或
ひ
は
八
日
市
内
に
あ
る
市
詞
の
由
来
を
殊
克
ら
に
誇

張
せ
し
も
の
な
る
や
も
計
ち
蝶
〈
、
従
っ
て
此
設
は
信

十
る
に
足
ら
向
。

八
日
市
の
起
源
に
閲
す
る
他
の
侍
設
は
天
智
天
皇
四

年
の
創
始
な
り
ご
寸
る
も
の
に
し
て
.
此
設
は
論
著
に

採
録
さ
れ
て
居
品
。
此
侍
設
に
就
き
市
大
明
紳
記
仁
左

の
如
〈
記
さ
れ

τ居
る
。

「
夫
淡
海
内
加
紳
前
耐
柿
柿
御
園
症
高
屋
卿
大
脇
市
一
稀

入
日
市
・
・
中
時
:
抑
糊
請
者
人
皇
三
十
九
代
天

智
帝
御
宇
四
乙
丑
歳
卯
月
大
脇
市
創
立
・

E

-

下
略
」

か
〈
の
知
〈
入
日
市
の
起
源
に
就
き

τは
楠
々
の
設

ゐ
h
て
、
説
れ
を
異
な

h
t
容
易
に
判
定
L
難
い
が
、

市
大
明
紳
記
中
の
入
日
市
は
粟
津
市
牧
市
填
野
市
息
長

市
卒
が
市
東
岡
市
伊
香
市
正
共
に
近
江
に
於
り
る
入
大

市
場
で
あ
る
ご
り
記
事
よ
b
見
れ
ば
.
粟
作
市
は
既
に

天
武
天
皇
時
代
に
存
在
せ
し
恥
な
る
故
、
入
日
市
も

阪
に
早
〈
古
代
の
末
期
又
は
中
古
の
初
期
即
ち
大
化
改

新
前
後
に
脇
田
生
せ
し
も
の
な
ら
ん
か
芭
想
像
せ
ら
れ

4
0
0
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雑

録

八
日
市

ω
旭
源
と
師
化
人

=一

入
日
市
の
起
源
に
闘
す
る
上
越
山
博
説
の
一
は
‘
垂

徳
太
子
が
一
丸
尾
奇
を
建
て
し
こ
ピ
に
関
聯
し
、
他
の
設

は
天
智
天
皇
四
年
ピ
あ
る
が
、
比
雨
惇
説
の
一
義
に
は
蹄

化
人
ご
の
闘
係

ω一
あ
る
こ
ど
を
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
。

克
は
元
来
我
園
間
有
り
も
の
で
な
〈
‘
崇
峻
天
皇
の
一
冗

年
百
済
闘
4
川
リ
渡
来
せ
[
克
博
士
麻
来
父
奴
、
陽
食
文

及
び
陵
食
文
ー
に
よ
h
τ
‘
共
製
迩
が
品
川
ま
・
9
し
も
の

で
あ
る
。
推
古
天
皇
の
元
年
に
建
立
せ
ら
れ
し
四
天
王

寺
ー
は
克
博
士
渡
来
後
僅
か
五
年
を
閲
せ
し
に
渇
ぎ
ぎ

る
故
、
紳
附
郡
仁
於
い
て
天
王
寺
の
兎
を
製
造
は
し
た

る
が
た
め
に
は
・
主
(
世
胞
に
蹄
化
人
の
多
加
せ

L
こ
吉
明

で
あ
る
。
従
う
て
前
に
引
き
し
入
日
市
三
脚
本
記

ω文

中
に
民
屋
敷
百
戸
を
位
(
ど
あ
る
は
、
叩
枯
ら
〈
腕
化
人

を
瓦
屋
寺
の
附
近
な
る
八
日
市
の
所
在
地
わ
い
る
小
脇
仁

移
住
せ
し
め
し
も
の
で
あ
ら
う
。
叉
入
日
市
を
創
め
し

年
な

q乙
い
ふ
天
智
天
皇

ω四
年
に
は
百
演
の
百
姓
男

女
四
回
俄
人
が
紳
前
郡
に
移
住
し
て
居
る
目
。
要
す
る

に
侍
設
に
侍
れ
る
入
日
市
創
立
の
年
に
蹄
化
人
が
移
住

せ
h
ご
い
ふ
こ
さ
の
反
面
に
は
、
入
日
市

ω起
源
Z
院

必ぞ1

J

 

K
山、;
l

第
二
十
五
巻

四
五
λ

第
三
枕

五
λ 

化
人
ご
の
聞
に
何
等
か
の
関
係
の
あ
る
ニ
ピ
が
想
像
せ

ら
れ
る
。

尚
人
口
市

ω
附
近
に
も
多
〈
の
蹄
化
人
の
移
住
せ
し

こ
さ
が
、
他
に
記
録
に
現
は
れ

τ居
品
。
例
へ
ば
入
日

市
の
近
村
に

τ東
に
常
り
て
駒
寺
t
u
ム
小
部
落
が
あ

る
。
元
来
駒
寺
は
高
麗
守
ご
書
き
L
も
的
で
あ
っ
て
、

此
寺
め
ゐ

b
し
部
落
を
高
麗
材
』
古
稀
し
た
。
仁
徳
天

皇
山
朝
に
後
漢
の
荷
車
阿
部
言
興
弁
帝
刺
等
が
高
麗
よ
h

蹄
化
し
て
此
践
に
居
住
せ
し
た
め
旬
、
高
一
脇
村
正
和
せ

ら
れ
し
も
の
で
あ
る
。
夏
ら
仁
入
日
市
の
附
近
に
狛

f

長
者
の
侍
説
が
少
〈
な
い
。
一
冗
来
約
は
高
麗
の
略
字
な

れ
ば
、
狛
，
d

長
者
は
高
一
一
蹴
よ
り
の
蹄
化
人
で
ゐ
る
。
高

麗
滅
己
後
其
じ
民
我
闘
に
蹄
化
し
、
其
一
部
が
近
江
仁

移
住
せ
し
も
の
に

L
τ
、
共
一
一
貫
一
蹴
人
が
入
日
市
の
附
近

な
る
満
生
野
仁
居
住
せ
し
た
め
、
狛
ノ
長
者
の
用
開
設
が

ゐ
る
所
以
で
あ
る
。
例
へ
ば
中
野
村
太
・
ザ
小
脇
仁
あ
る

金
枝
宮
に
祭
り
し
金
柱
r
H

即
ち
古
麻
長
者
の
持
備
で
あ

る
由
。
倫
中
野
村
に
は
狛
川
又
は
狛
井
正
裕
す
る
小
川

が
あ
り

τ、
愛
知
川
4
h
d
水
を
堰
3
て
、
洲
崎
郡
の
二

三
村
を
池
ぎ
‘
入
日
市
町
よ
h
中
野
村
を
流
れ
、
下
流

10) 日本書紀 369頁 11) 同書 373頁 12) 近紅奥地志崎容ヒ十 13) 日本
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は
市
港
、
老
蘇
二
村

ω水
田
に
濃
い
で
居
る
。
こ
れ
は
る
G

卸
も
初
音

d

市
り
あ
h
，
し
河
内
の
古
市
に
は
、
河

狛
氏
が
締
生
野
を
開
拓
し
、
速
く
愛
知
川
の
水
を
引
き
内
，
書
，
首
同
居
住
せ
し
が
、

ω
河
内

4J首
は
膳
肺
天
皇

τ水
回
己
な
せ

L
遺
跡
で
あ
る
。
頁
ら
に
憾
長
元
年
一
十
六
年
仁
来
制
ぜ
し
王
仁
引
の
子
孫
』
仁
し
E
、
王
仁

ω

(
花
岡
天
皇
)
十
二
月
の
内
野
喋
有
の
悶
努
に
此
一
帯
の
一
子
孫
は
我
凶
雌
来
役
一
引
倣
き
此
抽
に
居
住
せ

L
欣
一
一
彼

地
を
狛
野
郷
正
記
し
て
居
る
問
。
一
等
が
何
脊
，
市
を
創
め
し
も
の
な
る
川
も
知
れ
十
。
倫

四

一

首

務

国

虎

王

山

-

子

孫

た

る

古

市

J

村
主
J
S
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